
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

名古屋市「住まいの窓口」で、高齢者や

障害者、所得が少ない方など住まいの確

保に配慮を要する方々を対象に民間賃貸

住宅への入居に関する相談を受け付けし

ています。（予約制・面談） 

 

＜実施場所＞ 

名古屋市「住まいの窓口」 

東区東桜一丁目 11 番 1 号  

オアシス 21 バスターミナル内 

 

＜相談日程＞ 

月４回 原則：第１月曜、第２土曜、 

第３・第４金曜 

令和８年度 下半期分 

９月：７(月)・1２(土)・1８(金)・2５(金) 

10 月：５(月)・10(土)・１６(金)・23(金) 

11 月：２(月)・14(土)・20(金)・27(金) 

12 月：7(月)・12(土)・18(金)・25(金) 

１月：４(月)・ 9(土)・22(金)・29(金) 

２月：1(月)・13(土)・19(金)・26(金) 

３月：1(月)・13(土)・19(金)・26(金) 

 

＜時 間 帯＞ 

午後１時～午後４時 

 

＜予約受付＞ 

名古屋市「住まいの窓口」 

受付電話番号 

052-961-4555 

■相談を希望される月の前月１日 

（定休日の場合は１日以降の営業日） 

から予約受付。 

■市内に在住、在勤又は在学の方（予定を

含む）が対象。 

令 和 ８ 年 度 
＜下半期民間賃貸住宅入居相談＞ 

住 ま い サ ポ ー ト な ご や 
（ 名 古 屋 市 居 住 支 援 コ ー デ ィ ネ ー ト 事 業 ） 

す ま サ ポ 

🏠 ニ ュ ー ス 
（ V o l . ２１ ） 

 

 

居住支援コラム 
身体障害のある方のお部屋探しについて 

住まいサポートなごやでは身体に障害のある方の

相談もあり、多いのは車いすユーザーの方の件です。

例として「脳出血により半身麻痺の後遺症で退院後に

階段があるご自宅に戻れない」という内容です。 

「障害があっても地域で一人暮らしをしたい」とい

う想いを実現すべく部屋探しを進めますが、なかなか

上手くいかないことも多いのが現状です。 

 
 

□玄関までの段差（スロープは共有部分に無断で設置

できないためその相談ができるか？） 

□エレベーターの有無、車いすで乗れるサイズか 

□廊下の幅は車いすで通れるか（最低 80cm が目安） 

□トイレ・浴室に手すり設置可能か（設置済みか） 

□キッチンは利用可能な高さか 

□インターホン・スイッチの位置（手が届くか？） 

□自宅周辺の坂や駅までの道の凹凸など 

□住宅改修等の相談ができるか？ 
 

一方で「バリアフリー」の定義が曖昧で、居室内は

手すりがあり平坦でも、玄関に階段や段差がある物件

が多いのが現状です。病院の相談員や理学療法士、ケ

アマネジャーなどご本人の状況を把握している方が

いる場合は連携しながら部屋探しをすすめていくの

がポイントです。 

ハード面で条件を満たす物件は築年数が比較的新

しいものであることから、家賃も高額な物件になりが

ちで、「収入の面が不安」「介助者が出入りする」とい

った理由で入居を断られるケースもあります。 

 車いすユーザーの方だけでなく視覚障害のある方

は「火の始末やゴミの出し方などのトラブルが心配」、

聴覚障害のある方だと「緊急時に電話ができないから

心配」といった理由で入居を断れたという話もよく耳

にします。 

 実際は、見えない・聴こえないなどの部分を補完す

る IT 機器を使いこなし生活されている方もたくさん

いらっしゃいますが、まだまだ民間賃貸の入居の際に

は高い壁があるのが現実です。 

 住まいサポートなごやでは、障害のある方の相談を

多く受けています。 

 今後も福祉・住宅関係者の皆さまと連携し住宅確保

要配慮者の物件探しのお手伝いをお願いしたいと思

っております。ご協力の程よろしくお願いします。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

関係者専用電話番号 052-684-8597 
月～金曜日(祝日・年末年始を除く)9 時～17 時 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

車いすユーザーのお部屋探しチェックポイント 

 



 
 

（文・写真提供）名古屋市居住支援法人ネットワーク連絡会  

会長 株式会社ニッショー佐々木靖也 

 

７月２１日（火）に愛知県の居住支援法人の指定を受けた法人４４社の中で名古屋市内を業務地

域にしている法人３１社が参加する名古屋市居住支援法人ネットワーク連絡会夏季意見交換会を

開催しました。今年４月に会長を拝命し、この会を次のステージに進めるには各構成員の横のつな

がりを強化することから始めようと考えました。 

今まで総会は旧セーフティーネット法のもとで年２回開催され、ここ２年は改正セーフティーネ

ット法に向けての情報発信が主で、顔と名前がなかなか覚えられませんでした。また他の法人につ

いてもお互いによくわからない中での開催でありました。 

居住支援法人の指定もこの 2 年で１０社ほど増え、昨年１０月施行された改正セーフティーネ

ット法をどう具体的に活用していくかが重要だと考えます。今回の意見交換会には居住支援法人

22 社・愛知県・名古屋市・住まいサポートなごやを含め 44 名に参加頂きました。終了後、初め

ての懇親会も行い 29 名の方が参加しました。3 時間にわたる意見交換会でしたが各社の発表でお

互いがそれぞれの会社・法人について理解を深め、協力できそうなところ等、接点を発見するきっ

かけになったのではないかと考えます。また不動産会社の仲介の立場、緊急連絡先の問題や保証会

社の審査等、問題提起もありました。 

今後は、総会を含め可能であれば冬季意見交換会を 2 月に開催し、年 4 回の連絡会の開催をし、

居住支援に関する問題を構成員の皆さんと解決できたらと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

★名古屋市居住支援法人ネットワーク連絡会活動報告★ 

 
【電 話】０５２-６８４-８５９７ 

【FAX】０５２-６８４-８１３２ 

【Ｈ Ｐ】https://www.sumasapo-nagoya.jp/ 

 

 発行：住まいサポートなごや 

（名古屋市居住支援コーディネート事業） 

【住 所】名古屋市熱田区新尾頭 2-2-7 富春ビル４Ｆ 

 


